
















　　　異性の立場　～彩華side～







　大学二年生、九月。

　今夜はゼミメンバーの交流会。

　希望するゼミに受かった学生たちが初めての顔合わせするために、福沢教授が大衆居酒屋を予約してくれた。

　盛況中の店内で初対面同士の学生がテーブルを挟み、ビールジョッキを片手に談笑している。

「美濃彩華さん！　名前聞いたことあるよ～、顔も見たことあるけどね！」

「てか俺、入学式で一回喋ったことあるんだけど覚えてる？　もう一年経つけど」

　そう言ってくれたのは、福沢ゼミの男子たち。

　福沢教授は開始数分で早々に抜けてしまい、もう普通の飲み会になってしまっている。

　私は男子たちに向けて笑みを浮かべて、陽気に口を開く。

「覚えてる覚えてる！　結構最近までも、講義室で何度か一緒になってたでしょ？」

「えーっ覚えてくれてんのマジかよ！　彩華さんに覚えられてんのマジ嬉しいんだけど！」

「大袈裟だよ～」

　明るく返事をしながら思う。

　普通の飲み会というより、合コンみたいだ。

　実際こういうゼミからカップルが誕生するのは珍しくないし、あながち間違ってないかもしれないけど。

　すると、正面に座る男子がチョイチョイと私を招いた。

　場の空気もあるし、仕方なく従って耳を貸す。

「この後さあ、ちょっと抜けて飲み直さない？」

　キモ。

　自分でも少しオーバーに返事をしてしまった自覚があったから、嫌な予感はしてたけど。

　人によっては思わせぶりな態度だと捉えてしまいかねない発言だったのかもしれない。

　じゃあ覚えてないことにしておけば良かった？　

　いやいや、でも場の空気的にはさ。

　自問自答しながら、内心溜息を吐く。

　……高校時代を思い出す。これから一緒のコミュニティに属するのなら、こんなので勘違いしてほしくない。

　私は男子から顔を離すと、口角を上げて明るい声を作る。

「いいね！　じゃあ皆んなでカラオケとか行っちゃう？」

　わざと大きめの声で言ったおかげで、他の男子がノッてくる。

　隣のテーブルにいる人たちも声をかけてきた。

「おお、こりゃ初回から終電オサラバコースですか？」

「私は終電で帰りますけどね～」

　隣に座る女子、桜井裕香さんが肩を竦める。

　私は笑みで応えて、口説こうとしてきた男子に視線を移す。

　彼は隣の男子と楽しそうに笑ってた。

　……逆恨みするタイプじゃなくて助かった。

　ゼミという継続的なコミュニティは、男子の理性をいくらか保つ助けになってくれる。

　これが本当の合コンだったら分からなかった。

　夜風にあたるつもりで腰を上げると、「彩ちゃんどこ行くのー？」と桜井さんが声をかけてくれる。

「んー……ちょっとね」

　同じ女子だから、何か勘違いしてくれたみたいだ。

　桜井さんは男子たちに違う話題を振ってくれて、私に視線が集まらないようにしてくれた。

　内心感謝しながら、私は店の外に出た。




　◇◆




『いいなー、福沢ゼミ。倍率高いって噂だったけど、やっぱお前サクッと受かってたんだな』

　電話先でガチャガチャと音を鳴らしながら、悠太が私に言葉を返した。

「まあ、それはそうなんだけど。でも言ったでしょ、こっちも先行き不安なのよ」

　私は夜空の下で、げんなりと息を吐く。

　お店から十数メートル離れた狭い路地。

　夜風に当たるつもりだった私は、お店を出た後羽瀬川に電話をかけていた。

　電話に出た当初から何か作業してたみたいだけど、私との会話でそれが止まる様子もない。

　全然いい。むしろこうして電話をしながら自由に作業できる環境が、ストレスフリーの時間を作ってくれてるから。

　もし電話だけに集中しろなんて言われる関係だったら、こんなに頻繁に電話なんてできない。

　それでも、たまに返事を急かしたい時もある。

「ねえ、あんた聞いてんの？」

『聞いてる聞いてる。一万円札が福沢諭吉じゃなくなる話だろ』

「そんな話してないわよ！」

　私がツッコむと、彼は面白そうに声を上げた。

　こいつの笑い声を聞いてると、何だか自分の悩みが瑣末なものに思えてくる。

　勿論、他の人に同じ対応をされるとめちゃくちゃイラッとするだろう。

　まあ他の人には、十中八九電話でこんな話しないけど。

『ゼミの話だろ。ジョークだって』

「それも分かってるわよ。次はもうちょっと面白いもの頼むわ」

『男が地味に傷つくやつ……』

　私はいくらか溜飲が下がり、もう一度深い息を吐く。

　さっきと違って、もういくらかスッキリした気持ちになっていた。

「倍率高いゼミには変な奴ら集まらないと思ったんだけどねー。私が甘かったわ」

『でもまあ一線は守る人だったんだろ？　まだマシじゃん』

　ゼミに〝まだマシ〟くらいな人間がいるのも問題なんだけど、まあ言っても仕方ない。

　私はある程度気持ちを切り替えて、夜風に靡いた髪を梳く。

「そういえば、そもそもあんたはうちのゼミ受けてたの？」

『いや、まさか。弾がもったいないから、最初から倍率低めのとこを第一希望で出したよ。第二、第三も別のとこ』

「なんで受けないのよ……」

　ゼミは第三希望まで出せるけど、裏を返せばそこに引っ掛からなければどのゼミに入れられるか分からない。

　ゼミは週一の講義を一年だけの集まりだけど、全く興味の湧かない分野を勉強するのは結構苦痛のはずだ。

　他に興味のあるゼミでもあったんだろうか。

　それを訊こうとしたら、斜め下の答えが返ってきた。

『一年通って単位を取れなかったらそれこそ悲惨だろ？　安全策だよ、安全策。なるべく楽に単位取れるとこをだな』

「あー……なるほどね」

『失礼な反応だな！』

「そんなことないわよ」

　そんなことあるかもしれないけど、とりあえずそう返す。

　何故か納得した羽瀬川は、『分かったらいいんだよ』と満足気に言ってガチャガチャ作業を再開した。

　……確かに福沢ゼミは単位をかなり取りづらいという噂がある。

　代わりに就活面でかなりの実績があるので倍率が高いのだが、まあ羽瀬川らしい判断だ。

　でもこれからはもう少し難しいところに飛び込む必要にも迫られる。

　その時、私は彼に何か言うんだろうか。

　多少発破をかける未来は見える。でもそれ以上は、正直分からない。

　羽瀬川悠太が変わるには多分何かしらの〝きっかけ〟が必要そうって思うから、その〝きっかけ〟を探すのかもしれない。

　そう考えていた時、通話先でガチャーン！　と大きな音がした。

　私は思わずスマホから耳を離し、声を掛ける。

「ちょっと、大丈夫？　さっきからガチャガチャ何やってんのよ」

『いや、彼女、、へのプレゼントでちょっとな！』

　無意識に、私はスマホを握り直した。

「プレゼントで？　ハンドメイドとか？」

『そんな感じ。でも、全然大したものじゃないぜ』

　……そんなことする性格じゃなかったのに。

　やっぱり彼女ができると影響あるんだな。

　彼女の写真を想起する。

　アッシュグレー髪の、お淑やかそうな女子大生。

　……喜んでくれるといいわね。

　そう答えようとした時、居酒屋の出入り口から桜井さんの姿が見えた。

　すぐに時計を見て、思わず呟く。

「うわ、やっば」

　……時間を忘れて二十分も抜けてしまった。

　心配して探しに来てくれる訳だ。

『どうした？』

「戻るわ、ちょっと探しに来てくれた人いて」

　私はそう言って、お店に歩を進める。

　電話を切ろうとした途端、耳元で声がした。

『彩華ー』

「ん？」

『俺も彩華みたいになれるように頑張るからな。いつかだけど』

「はい？　なにそれ絶対来ないやつじゃない」

『来るかもしれないだろ！』

「はいはい」

　そう流すと、羽瀬川は不貞腐れたようにブーブー文句を言う。

　電話を切ってから、思案する。

　あんたが変わる。

　その時が来るとしたら──私は、あんたと変わらない関係性を続けていられてるんだろうか。

　きっかけがあんたの彼女だったりしたら、異性の友達の立場ってどうなるんだろう。

「……らしくないわね」

　変な感情になったのを自覚して、身体をグッと縦に伸ばす。

　気分を切り替えて、小走りで桜井さんの元へ駆ける。

　彼女に向かって両手を合わせ、私は「ごめん！」と謝罪する。

　ひとしきり謝ってからようやく席に着いた私は、半分に減ったビールジャッキを片手に天井を仰いだ。

　久しぶりに、ちょっとお酒が飲みたい気分。

　私らしくない思考は、どこかに吹き飛ばしちゃおう。

　今のあいつには、彼女がいる。

　これからも親友として、その関係性を応援する。

「そういえば彩ちゃん、これ席に落ちてたよ」

「あ、ほんとに？　ありがと」

　桜井さんからキーホルダーを受け取る。

　雪豹のキーホルダー。

　あいつにあげた物と同じデザイン。

　……今は、まだ。

　ビールを喉に流し込む。

　胸が熱いのは、ビールのせい。

　この日は、初めてお酒に飲まれそうになった記憶として残ることになった。
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